



















































































































































言雅縁」の項に「詞藻廿九首、戴在于新続古今集」と記すのみで、『新後拾遺集』入集は書かれていない。 『二十一代集才子伝』は、『勅撰作者部類』と同様に勅撰集の作者に関して、各集の何の部に何首入集しているかが整理されたもの。 『二十一代集才子伝』が『勅撰作者部類』と異なる点は、 「才子伝」の名の通り、記載する作者を四位以上の男子に限っていることである。女子と僧侶は入らないが、女帝と法親王は含む。勅撰作者に関して略伝を載
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せており、その点では便宜が多い。雅縁はもちろん『二十一代集才子伝』の記載範囲に入る。加えて、 「藤原雅幸朝臣」も「朝臣」とあって四位であることから記載がある。しかし、 「藤原雅幸朝臣」の詳細は不明だったよう 、名前のみで略伝に 何も記述されない。　
ここから「藤原雅幸朝臣」を雅縁とするのは、周知徹底してい





雅縁若年時の官位昇進について 資料が乏 いが 永徳元年の『雅氏朝臣記』が存すること、そしてその中で雅氏が「朝臣」をつけて示されることから、当時既に四位であっ ことがわかる。室町第御幸のことは『愚管記
Ｋ
』永徳元年三月十四日条にもあり、


























































































が確認できる。その作者は「左近権少将藤原雅幸朝臣」とあり、「飛鳥井」と傍記される。　「南京八景」は、奈良の景物を八景にあてはめたもので、八つの題に漢詩と和歌が一首ずつ配されている。参加者は十六人。割り当ては、以下の通り。 「南円堂藤」は漢詩を近衛道嗣、和歌を二条良基。 「佐保川蛍」 は漢詩を三条西公時、 和歌を三条公忠。 「猿沢池月」は漢詩を菅原淳嗣、和歌を藤原雅幸。 「春日野鹿」は漢
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詩を勧修寺経重、和歌を一条公勝。 「三笠山雪」は漢詩を徳大寺実時、和歌を西園寺実俊。 「雲居坂雨」は漢詩を菅原秀長、和歌を二条為重。 「東大 鐘」 は漢詩を久我具通、 和歌を四辻善成。 「轟橋行人」は漢詩を大炊御門冬宗、和歌を小倉実遠。　「南京八景詩歌」の催行は、参加者の官職表記を考慮して、永徳二年
Ｗ
と推測されている。確認すると、参加者のうち三条西公時
は永 三 三月十一日に没しているので、下限はここに定められる。他の官位表記が多少混乱していても、永徳三年以降ではありえない また、三条西公時は永徳三年三月三日に権大納言となっているが、 「南京八景詩歌」では「権中納言」とされる。 「南京八景詩歌」の官位表記は、極位極官 なく、詠作時 官位で示されているのだろう 一条公勝は「権中納言」だが、公勝が権中納言になったのは永徳二年正月 十六日で、催行上限はこの辺り定められる。まとめ と 一条公勝の任権中納言以降 三条西公時の任権大納言以前、永徳二、三年となる。　
永徳二年は、 『新後拾遺集』において雅縁が「雅幸」の名で入































































武井和人「飛鳥井家歌学 類札記─室町歌学史私稿─」 （ 『リポー



































































27）　「花営三代記」 （ 『群書類従』雑部所収） 。
（
28）　
前掲井上著書七四六頁。
（
29）　
小川剛生『足利義満』 （中公新書、二〇一二年）
（
30）　
前掲有吉論文。
（
31）　『新編私家集大成五』 （明治書院）
（
32）　
堀川貴司『瀟湘八景
　
詩歌と絵画に見る日本化の様相』 （臨川書
店、二〇〇二年） 。
︻
附
記
︼　『晴月集』の閲覧調査に便宜を与えられた辻勝美氏に感謝申し上げる。
